
会議に関するご意見・ご要望
（１）各組織に聞きたいこと
　・自治体の今年度の再生エネルギー推進への取り組み（補助金等）は、
国のエネルギー政策の方向性が出たことでどのように変化するのか
エネルギー基本計画　抜粋（平成26年４月）
・再生可能エネルギーについては、２０１３年から３年程度、導入を最大限加速していき、
その後も積極的に推進していく。
・系統強化、規制の合理化、低コスト化等の研究開発などを着実に進める。
・再生可能エネルギー等関係閣僚会議を創設し、政府の司令塔機能を強化するとともに、
関係省庁間の連携を促進する。
・こうした取組により、これまでのエネルギー基本計画を踏まえて示した水準※を更に上回る
水準の導入を目指し、エネルギーミックスの検討に当たっては、これを踏まえることとする。
※2009年8月に策定した「長期エネルギー需給見通し（再計算）」（2020年の発電電力量のうち
　の再生可能エネルギー等の割合は13.5％（1,414億KWｈ）及び2010年6月に開催した総合
資源エネルギー調査会総合部会・基本計画委員会合同会合資料の「2030年のエネルギー需給の姿」（2030年の発電電力量のうち再生可能エネルギー等の割合は約２割（2,140億KWｈ））
（２）協議会で取り上げて欲しいテーマ
　 　・協議会メンバーが協働して取り組む内容の具体的な検討
（３）協議会の進め方
　・報告の時間を短かめにして、各回テーマを決め議論の時間を多くとる
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